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「最近やれていないから、やろうよ！クリーンアップ！」
「最近やれてないから、やろうよクリーンアップ･･･」そんな言葉が子どもたちの中から出てきました。それで、急遽

クリーンアップに取り組みました。久しぶりなので、草が背丈ほどにもなっているところがあって、少し大変でしたが一
生懸命きれいにしてくれました。自分たちの町だから自分たちの手できれいにするというのはとても素晴らしいことだと
思います。しかも、「やろうよ！」という言葉が子どもたちの中から出てくる初島中学校･･･とても素敵な学校だと感じま
す。以前紹介しましたが、「ピリカ」というゴミ拾いで繋がるＳＮＳがあります。クリーンアップの様子をいつも投稿す
るのですが、初島中学校の取り組みに対して、沢山の方々から「いいね」コメントが寄せられています。「皆さん、ごく
ろうさまでした」「学校の外でもやっているのですね。頼もしいです」「皆さん、えらいですね。ありがとうございます」
といったコメントをいただいています。

学習発表会(校内文化祭)・・・
昨年同様、本年度も校内文化祭は学習発表会という形で、これまでの学習の成果を発表しました。国語科で取り組んだ「ビ

ブリオバトル」や、総合的な学習の時間に取り組んだ修学旅行体験記、それに「ふるさと学習」・・・どれも実体験をもとに感じたり
考えたりしたことを、言葉を選びながら表現を工夫した発表となりました。
加えて、音楽科で取り組んできた合奏も、学級活動で取り組んできた「初中ソーラン」も、見るものを圧倒する迫力でした。

何れも子どもたちが「やった！」という達成感と満足感を得た会になったと思います。

やきいも(収穫祭)をしました。
技術科の栽培の学習で育てたサツマイモ・・・いよいよ収穫の時がやってきました。土

の中には大きいのやら小さいのやらいろいろですが、かなりの量のサツマイモの収穫が
できました。そのイモを洗って、少し塩水に漬け、アルミホイルをまいて準備、防災かま
どに薪をくべて、火が落ちついた頃を見計らって、イモを火の中へ・・・。
収穫を記念して「やきいも」をしました。子どもたちは、なかなか手際よく、美味しい焼き芋ができました。

自分たちが育てたサツマイモ・・・味も格別だったことだと思います。

「税についての作文」「税の標語」入選･･･すばらしいです！
本年度の「税についての作文」コンクール、「税の標語」コンクール両方とも南村歩未さんが入賞しまし

た。歩未さんの作品は言葉の選び方や表現の仕方に工夫があって、本当に素晴らしかったです！

有田地方教育美術展･･･表現力豊かです！
有田地方教育美術展に本校から加藤春仁くん、仲二見春奈さん、黒﨑心晴さん、南村歩未さん、加藤ひよりさん、上田

珠羽さんの作品が出品されました。どの作品も緻密で丁寧で･･･感心させられる作品ばかりでした。

ある日の放課後のこと・・・
いつも子どもたちが部活動に行った後、各教室の戸締まりに回ります。大体は静まりかえった校舎内を回るのですが、学習発
表会(文化祭)を控えたある日、いつものように回っていますと、手洗い場で一人の生徒が何かしていました。
見ると、教室に設置している空気清浄加湿機の水タンクに水を補給してくれていました。「どうしたん？」と声をかけると、学

習発表会の発表の準備で少し残っていたら、水のタンクが空になっていたので、水を補給していたということでした。
特別なことではないかもしれませんが、とても素晴らしいことだと思いました。たとえ水タンクが空になってたとしても、次の
日も空気清浄機を動かすことはできます。「まぁいいや」と放っておいてもおかしくない・・・
でも、その子は水を入れてくれたのです。
そこにはきっと自分だけでなく、クラスの友達のために・・・という気持ちがあるのだと思いました。クラスみんなのことを考え

て、誰に頼まれたわけでもないけど、こうした行動がとれるって本当に素晴らしいと思います。 「思いやり」って、こんな風に、
みんなのこと・・・、誰かのこと・・・を慮ることだと思うのです。とても温かい、嬉しい気持ちになった放課後でした。

先輩･･･「お帰りなさい」
１１月のある日、突然の来客がありました。聞けば初島中学校の卒業生とのこと･･･。１９５８年卒業だと教えて下さいました。「大先輩

ですね」と言うと、「そやねぇ」と懐かしそうな表情･･･。そこで学校に保存してある１９５８年の卒業アルバムをお見せすると、懐かしい

お話しが次から次へ飛び出しました。素敵な時間だと感じました。

実は、初島中学校閉校にむけたイベントとして、実行委員会では１月に｢ホームカミングデー｣を企画しています。気の合う同級生と学校

を訪れていただき、懐かしいお話しに花を咲かせていただく会です。是非ご参加いただきたいと考えています。
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